











【キーワー ド】海外留学 留学相談 留学の実態 面接調査 座談会
1 はじめに
富山大学から学資金給付 (国際交流活性化推進事業)を受けて留学している学生は,2002年度後学期
現在, ロシアと韓国に各々1人いる。また,2002年度の 「短期留学推進制度 (派遣)計画」に係わる奨









軸にしてア ドバイスをおこなってきた。 しかし,筆者が留学した頃 (1980年代)に比べると,現在は留
学に関する出版物も増え,またインターネットを使えば簡単に情報が手に入る時代になっている。留学
することもかなリー 般的になり,海外留学のパラダイムも変化している。 したがって,現代の若い学生






















































































































































































マツモ トは, 4つの要素の中でも, 自尊心は最も重要なものであると言う。「というのも, 自尊心の
ない人たちは, 自分の感情を規制したり,心を開いて柔軟な姿勢をとったり,批判的な考え方をしたり












































































2000年度 :人文学部 (10人),工学部 (3人)

















(0 筆者は1996月9 より1999年8月まで,フランス ・ボル ドー 大学日本語学科で専任講師として日本語及び日本
文化について教えていた。
幅)ユ ネスコ文化統計年鑑 (1999年版)
(6)SIETAR(Society for lntercultural Education,Training And Research)」APAN
http://wwwosietar―japan.o g/
したがって,休暇中などに届出をしないで短期留学する学生がいる
リエンテーションなどでも触れていないので,学生は知らないと思
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